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廣瀬　公彦 議員
市場調査を下山田地区へ
説明したか

していない

問

答
　
　

今
回
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
と
は
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
対
話

型
市
場
調
査
と
も
言
わ
れ
、

民
間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見

や
提
案
を
求
め
る
こ
と
だ
。

　
　

市
場
調
査
の
実
施
に
当

た
っ
て
、
地
元
下
山
田
地
区

へ
説
明
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

し
て
い
な

い
。

　
　

吉
庵
計
画
地
の
地
質
調

査
は
実
施
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

民
間
か
ら

進
出
意
向
が
あ
っ
て
か
ら
、

実
施
し
た
い
。

　
　

隣
接
す
る
山
田
白
馬
霊

園
の
管
理
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

公
の
施
設

で
、
市
の
環
境
課
だ
。

　
　

白
馬
霊
園
か
ら
三
高
山

の
山
小
屋
ま
で
遊
歩
道
が
で

き
れ
ば
、
大
法
白
馬
山
と
梅

林
公
園
ま
で
周
遊
で
き
る
。

可
能
性
は
。

　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
の
魅

力
を
高
め
る
可
能
性
は
あ

る
。
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

　
　

計
画
中
の
ア
ウ
ト
ド
ア

施
設
に
登
山
者
向
け
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
を
併
設
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

低
山
ブ
ー

ム
も
あ
り
、
来
訪
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る

が
、
費
用
対
効
果
も
併
せ
て

検
討
課
題
だ
。

　
　
　
　

計
画
書
に
は
露
天

温
浴
サ
ウ
ナ
施
設
、
ド
ッ
グ

カ
フ
ェ
も
出
て
い
る
。
登
山

者
が
着
替
え
が
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
な
ら
併
設
で
き
る
は
ず

だ
。
ま
た
、
地
元
の
方
が
リ

ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
利
用
す

れ
ば
施
設
の
存
続
は
で
き

る
。

　
　

大
谷
口
か
ら
稲
築
東
中

学
校
付
近
ま
で
続
く
照
葉
樹

林
帯
の
評
価
と
、
今
回
の
吉

庵
ア
ウ
ト
ド
ア
計
画
を
ど
う

地
元
へ
説
明
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　
　

本
市
で
も
有
数

の
観
光
エ
リ
ア
だ
。
民
間
資

本
を
活
用
し
て
、
地
区
の
強

み
を
生
か
せ
る
ア
ウ
ト
ド
ア

観
光
拠
点
施
設
を
整
備
し
た

い
。
実
現
す
れ
ば
山
田
地
区

の
活
性
化
に
大
い
に
寄
与
す

る
。

　

し
か
し
、
地
元
の
協
力
が

な
い
と
難
し
い
面
も
あ
る
。

説
明
会
等
に
つ
い
て
は
開
催

方
法
を
内
部
協
議
し
て
進
め

て
い
く
。

※

他
に
第
３
次
観
光
振
興
基

本
計
画
書
を
質
問
。

篠
﨑
産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

石原　浩二 議員
山田地区に刻銘版を設置
できないか
慎重に検討すべき案件と
認識している

問

答
　
　
戦
没
者
遺
族
会
の
団
体

数
と
各
地
区
の
会
員
数
を
、

ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る

か
。
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
嘉
麻

市
全
体
で
遺
族
会
は
一
つ
だ

が
、
地
区
ご
と
に
支
部
が
４

団
体
あ
る
。
会
員
数
は
令
和

３
年
度
２
７
６
人
と
把
握
し

て
い
る
が
、
直
近
の
会
員
数

は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
遺
族
会
会
員
の
平
均
年

齢
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

平
均
年
齢

は
分
か
ら
な
い
が
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。

　
　

慰
霊
碑
周
辺
の
管
理
整

備
に
つ
い
て
行
政
の
支
援

は
、
ど
の
程
度
行
っ
て
い
る

か
。
　
　
　
　
　
　
　

 
草
刈
り
は

年
一
回
実
施
し
て
い
る
。
要

望
が
あ
れ
ば
範
囲
を
協
議

し
、
樹
木
剪
定
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　

山
田
地
区
の
戦
没
者
慰

霊
碑
に
刻
銘
版
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
、
他
の
地
区
は

ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

他
の
地
区

に
は
戦
没
者
慰
霊
碑
刻
銘
版

は
あ
る
が
、
山
田
地
区
の
戦

没
者
刻
銘
版
が
無
い
こ
と
は

把
握
し
て
い
る
。

　
　
山
田
地
区
の
戦
没
者
は

８
８
０
余
の
御
霊
を
慰
霊
し

て
い
る
が
、
刻
銘
版
を
設
置

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

戦
没
者
刻

銘
版
設
置
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
８
月
に
請
願
書
が
提

出
さ
れ
、
民
生
文
教
委
員
会

に
付
託
さ
れ
12
月
議
会
で
不

採
択
に
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
慎
重
に
検
討
す
べ
き

案
件
で
あ
る
。

　
　
　
　
現
状
は
承
知
の
通

り
、
山
田
地
区
の
み
戦
没
者

刻
銘
版
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
の
が
事
実
で
、
遺
族
会
は

会
員
数
減
少
と
高
齢
化
が
進

み
、
平
成
28
年
の
不
採
択
当

時
と
は
状
況
が
変
わ
っ
て
い

る
。

　
遺
族
会
活
動
や
運
営
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
行
政
の
支
援
が
無
い

と
、
慰
霊
碑
周
辺
の
管
理
整

備
と
戦
没
者
慰
霊
碑
の
戦
没

者
刻
銘
版
設
置
は
困
難
だ
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
戦
没

者
慰
霊
碑
周
辺
の
管
理
整
備

と
山
田
地
区
の
戦
没
者
慰
霊

碑
に
戦
没
者
刻
銘
版
の
設
置

を
強
く
求
め
る
。

※

他
に
熊
ヶ
畑
河
川
工
事
の

死
亡
事
故
、
公
共
工
事
の
発

注
方
式
を
質
問
。

質質

質質

質

質質質

質質質

質

答

石
坂
社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

いっぱん質問

意  

見
意  

見

赤
間
市
長
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田中　義幸 議員
教員による性暴力の状況
は
わいせつ行為の処分者は
30人だ

問

答
　
　

教
員
に
よ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
性
暴
力
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０

１
９
年
ま
で
の
10
年
間
で
、

わ
い
せ
つ
行
為
の
処
分
者

は
、
福
岡
県
内
で
30
人
。
本

市
は
い
な
い
。

　
　
性
暴
力
防
止
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
教
員
に
は
、

密
室
状
態
で
児
童
・
生
徒
と

二
人
き
り
に
な
ら
な
い
、
一

対
一
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
受

信
を
し
な
い
な
ど
を
指
導
。

ま
た
、
低
学
年
児
童
に
は
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
と
し
て

大
事
な
所
で
あ
る
こ
と
、
人

に
見
せ
な
い
触
ら
せ
な
い
こ

と
を
学
習
さ
せ
て
い
る
。
中

学
校
生
徒
に
は
、
福
岡
県

が
、
性
暴
力
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
各
学
校
に
派
遣
し
授
業
を

し
て
い
る
。

教
員
の
時
間
外
労
働
問
題

　
　

教
職
員
の
時
間
外
労
働

時
間
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

月
間
80
時

間
を
超
え
て
い
る
教
職
員

は
、
小
学
校
６
・
８
％
中
学

校
31
・
９
％
だ
。
部
活
動
指

導
が
、
主
な
原
因
と
と
ら
え

て
い
る
。

非
正
規
教
職
員
の
状
況

　
　

教
職
員
の
非
正
規
職
員

割
合
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　

本
市
は
、

福
岡
市
と
比
べ
て
10
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
高
い
。

残
骨
灰
中
の
希
少
金
属

　
　

斎
場
運
営
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
お
か

県
央
環
境
広
域
施
設
組
合
が

管
理
し
、
指
定
管
理
者
制
度

で
運
営
し
て
い
る
。
年
間
委

託
料
は
２
６
０
０
万
円
だ
。

　
　

福
岡
市
で
は
昨
年
度
、

残
骨
灰
に
含
ま
れ
る
金
等
の

希
少
金
属
を
売
却
し
、
５
４

０
０
万
円
の
収
入
に
し
た
と

の
こ
と
だ
。
本
市
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

有
価
物
の
換
金

は
、
行
っ
て
い
な
い
。

企
業
の
騒
音
問
題

　
　

騒
音
問
題
で
現
地
調
査

の
要
請
を
し
た
が
。

　
　
　
　
　

騒
音
を
確
認

し
、
企
業
に
対
策
を
依
頼
し

た
。

市
バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
設
置

　
　

市
バ
ス
利
用
者
の
多
い

所
は
、
ベ
ン
チ
等
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

優
先
順
位

を
決
め
、
設
置
す
る
。

※

他
に
人
権
問
題
を
質
問
。

芳
野
学
校
教
育
課
長

環
境
課
長

環
境
課
長

畠中　博文 議員
消防団員の処遇改善はい
つ行うのか

令和５年４月１日から行う

問

答
　
　
多
様
化
す
る
消
防
団
員

の
役
割
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

火
災

の
出
動
は
減
少
し
て
い
る

が
、
排
水
作
業
、
救
助
作

業
、
ご
み
の
撤
去
な
ど
風
水

害
の
作
業
が
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
い
る
。

　
　
消
防
団
員
の
現
状
は
。

                      

本
市
消
防

団
は
定
数
が
７
９
０
人
、
現

在
実
人
数
は
６
４
９
人
だ

（
１
４
１
名
不
足
）。

　
　
国
は
市
町
村
に
消
防
団

員
の
年
間
報
酬
は
３
万
６
５

０
０
円
、
出
動
手
当
は
８
０

０
０
円
に
す
る
よ
う
通
達
し

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
当

市
で
は
年
間
報
酬
は
２
万

円
、
出
動
手
当
は
１
８
０
０

円
（
時
間
制
限
な
し
）
だ
。

県
内
60
市
町
村
の
約
72
％
が

国
の
基
準
に
達
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
当
市
は
下
か
ら
３

番
目
の
低
い
水
準
だ
。
国
は

平
成
20
年
４
月
か
ら
消
防
団

員
の
年
間
報
酬
を
３
万
６
５

０
０
円
と
し
、
そ
れ
に
伴
い

地
方
交
付
税
に
も
加
算
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３
年

に
消
防
庁
か
ら
、「
消
防
団

と
協
議
の
上
、
令
和
３
年
３

月
末
日
ま
で
に
改
正
し
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
」
と
指
導
助
言
さ
れ

て
い
る
。
な
ぜ
当
市
は
見
直

し
を
検
討
し
て
い
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

昨
年

11
月
に
協
議
し
、
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
見
直
す
こ
と

を
内
部
決
定
し
た
。

　
　
な
ぜ
そ
れ
を
６
月
議
会

で
報
告
し
な
か
っ
た
の
か
。

                      

そ
の
よ
う

な
質
問
は
な
か
っ
た
。

　
　
本
年
度
４
月
か
ら
の
見

直
し
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
現
団
長
か
ら
令

和
２
年
４
月
に
処
遇
改
善
の

相
談
を
受
け
た
が
、
そ
れ
ま

で
報
酬
の
水
準
に
つ
い
て
の

問
題
提
起
な
り
、
報
酬
の
水

準
が
課
題
で
あ
る
と
い
う
旨

の
引
継
ぎ
は
受
け
て
い
な

い
。

　
　
こ
の
案
件
に
つ
い
て
担

当
課
と
市
長
と
の
仲
介
役
で

あ
る
副
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
報
酬
は
、
低

い
水
準
で
あ
り
、
早
急
に
見

直
す
こ
と
が
必
要
だ
。
対
応

案
の
作
成
を
担
当
課
長
に
指

示
し
て
い
る
。

質質質

質 質

質質

質

質

質

質

質

質

赤
間
市
長

山
田
副
市
長

学
校
教
育
課
長

防
災
対
策
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

溝
口
環
境
課
長

いっぱん質問

大
野
防
災
対
策
課
長

大
村
企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

質

平
川
総
務
課
長
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いっぱん質問

消防団詰所の整備計画は

現在のところない

問

答
　
　

消
防
団
員
数
の
減
少
の

要
因
に
、
若
年
層
の
減
少
が

あ
る
。
消
防
団
の
存
在
意
義

や
役
割
、
や
り
が
い
等
が
伝

わ
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
広
報
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
に
つ
い
て
は
今
後
、
実

施
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　

消
防
団
の
現
状
を
知
る

た
め
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

提
案
し
て

も
ら
っ
た
の
で
、
実
施
は
検

討
し
た
い
。

　
　

消
防
団
の
詰
所
は
何
棟

あ
り
、
そ
の
う
ち
老
朽
化
し

て
い
る
詰
所
は
ど
の
程
度
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

管
理
し
て

い
る
詰
所
等
は
、
大
小
合
わ

せ
て
47
棟
ほ
ど
。
建
築
年
度

が
不
明
な
古
い
も
の
も
あ

る
。
必
要
に
応
じ
て
修
理
等

を
行
い
、
維
持
管
理
を
し
て

い
る
。

　
　

消
防
備
品
等
を
保
管
す

る
場
所
や
、
土
の
う
な
ど
災

害
用
備
品
の
置
場
が
な
い
詰

所
の
把
握
は
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

把
握
は
し

て
い
な
い
。
確
認
の
上
、
可

能
な
限
り
対
処
し
た
い
。

　
　

消
防
団
詰
所
の
整
備
計

画
は
、
現
在
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

現
在
の
と

こ
ろ
整
備
計
画
は
な
い
。

　
　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
と
い
う
有
利
な
財
源
も
あ

る
。
詰
所
や
格
納
庫
な
ど
の

整
備
計
画
を
立
て
て
も
ら
い

た
い
が
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

意
見
・
要
望
を

集
約
・
精
査
さ
せ
た
上
で
、

全
体
的
な
調
整
等
を
行
っ
て

い
き
な
が
ら
、
必
要
な
場
合

に
は
有
利
な
財
源
を
活
用
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

林
業
振
興

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
作
業
道
を
整
備
す
る

た
め
、
補
助
金
制
度
導
入
を

検
討
願
う
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
森
林

資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
、
作
業
道
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組

状
況
や
自
伐
型
林
業
家
の
育

成
と
併
せ
て
、
引
き
続
き
調

査
検
討
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

大
野
防
災
対
策
課
長

防
災
対
策
課
長

防
災
対
策
課
長

防
災
対
策
課
長

防
災
対
策
課
長

豊田　一元 議員

まちづくり対応の役割は
検討する

問

答
　
　

本
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
衰
退
に
よ
る
弊
害
の

認
識
は
。

　
　

 　
　
　
　
　
特
に
共
助

を
中
心
と
し
た
助
け
合
い
弊

害
を
危
惧
し
て
い
る
。

　
　

行
政
区
加
入
状
況
と
課

題
は
。

　
　
　
　
　

加
入
率
70
％
を

割
る
状
況
で
あ
り
、
高
齢
化

で
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足

の
課
題
が
あ
る
。

　
　

加
入
率
低
下
の
要
因
は

回
覧
板
を
無
く
し
、
配
布
文

書
を
制
約
し
た
こ
と
で
あ

る
。
市
民
の
関
心
事
で
あ
る

「
社
協
だ
よ
り
」
の
全
世
帯

配
布
復
元
の
見
解
を
。

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議

会
が
本
市
の
補
助
団
体
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
広
報
嘉
麻
封

入
上
限
も
あ
り
配
布
し
て
い

な
い
。
行
政
区
長
が
社
協
に

言
え
ば
可
能
と
聞
い
て
い

る
。

　
　

本
市
の
社
会
福
祉
の
多

く
を
委
託
し
補
助
金
を
交
付

し
て
い
て
封
入
重
量
超
過
を

理
由
に
配
布
で
き
な
い
と
は

次
元
の
違
う
問
題
だ
。

　

各
小
中
学
校
通
信
回
覧
は

地
域
と
の
連
携
で
重
要
だ
が

回
覧
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

保
護
者
等
に
配

布
し
、
広
報
に
も
掲
載
し
て

い
る
。
行
政
区
の
依
頼
が
あ

れ
ば
渡
せ
る
。

　
　

広
報
に
全
校
区
掲
載
は

困
難
で
あ
り
、
区
長
任
せ
で

無
責
任
だ
。
各
総
合
支
所
で

集
約
し
て
配
布
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　

令
和
２
年
の
区

長
と
の
協
議
経
過
も
あ
り
困

難
な
状
況
だ
。

　
　

総
務
課
で
検
討
願
う
。

各
総
合
支
所
に
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
組
織
を
作
る
こ

と
は
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
有
効
だ
。
組
織
編
成
に
向

け
て
の
検
討
は
。

　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
の

ま
ち
づ
く
り
対
応
の
役
割
は

検
討
課
題
と
す
る
。

　
　

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
衰

退
の
危
機
意
識
と
活
性
化
策

に
つ
い
て
見
解
を
。

　
　
　
　
　

高
齢
化
等
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
衰
退
の
危

機
意
識
は
あ
る
。
一
方
小
さ

な
拠
点
づ
く
り
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
市
民
の
郷
土
愛
を

育
む
環
境
づ
く
り
、
自
治
意

識
の
醸
成
が
必
要
と
考
え
て

お
り
検
討
課
題
と
す
る
。

※

他
に
コ
ロ
ナ
第
７
波
の
現

状
と
対
策
を
質
問
。

質質質

質

質

質質

質質

質質

質 質

質

答

赤
間
市
長

平
川
総
務
課
長

出水　貴之 議員

中
島
農
林
振
興
課
長

総合支所にまちづくり推
進組織を

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

赤
間
市
長
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いっぱん質問

デジタル戦略課を中心に
調査・研究を行う

問

答
　
　

子
ど
も
の
貧
困
・
虐
待

対
策
と
し
て
、
各
課
が
子
ど

も
自
身
や
世
帯
の
情
報
を
ど

の
よ
う
な
方
法
で
、
管
理
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

紙
の
台
帳

で
管
理
し
、
子
ど
も
の
生
活

状
況
は
関
係
機
関
と
ケ
ー
ス

会
議
等
を
通
じ
て
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
と
児
童
手
当

は
、
シ
ス
テ
ム
で
デ
ー
タ
管

理
し
、
保
育
所
や
学
童
保
育

は
紙
ベ
ー
ス
の
台
帳
と
同
じ

情
報
を
シ
ス
テ
ム
で
デ
ー
タ

管
理
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
担
当
者
が
デ
ー

タ
管
理
し
、
デ
ー
タ
を
突
き

合
わ
せ
て
確
認
し
て
い
る
。

中
に
は
健
康
診
断
票
は
紙
媒

体
で
管
理
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
。

母
子
保
健
・
児
童
福
祉
に
関

す
る
個
人
情
報
が
あ
り
、
母

子
保
健
に
関
し
て
は
、
個
人

ご
と
の
デ
ー
タ
と
台
帳
を
紙

媒
体
で
管
理
し
て
い
る
。
児

童
福
祉
に
関
し
て
は
、
今
年

度
か
ら
シ
ス
テ
ム
で
の
情
報

管
理
を
し
て
い
る
。

　
　

各
課
に
分
散
し
た
情
報

管
理
を
一
元
化
で
き
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

一
元
化

す
る
こ
と
で
、
長
期
的
支
援

を
行
う
中
、
そ
の
子
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
も
随
時
確

認
で
き
、
支
援
の
対
応
も
可

能
に
な
る
。

　
　

大
阪
府
箕
面
市
で
は
、

子
ど
も
見
守
り
室
を
設
置

し
、
分
散
し
て
い
る
情
報
を

集
約
す
る
た
め
に
「
子
ど
も

成
長
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」
を

構
築
し
、
子
ど
も
に
関
す
る

情
報
を
定
点
観
測
し
、
大
人

に
な
る
ま
で
追
い
続
け
、
随

時
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

構
築
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　

個
人
情
報
の
取

り
扱
い
な
ど
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
国
の
動

向
を
踏
ま
え
、
関
係
各
課
と

デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
と
連
携

し
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

い
く
。

※

他
に
昆
虫
産
業
都
市
構
想

に
基
づ
く
昆
虫
ビ
ジ
ネ
ス

（
九
州
大
学
と
協
定
締
結
）

を
質
問
。

児童生徒の不登校対策は

不登校ゼロに向けて進め
たい

問

答
　
　

小
学
校
か
ら
中
学
校
に

進
学
し
た
際
に
、
環
境
の
変

化
に
対
応
で
き
ず
不
登
校
の

急
増
や
学
力
の
低
下
と
し
て

現
れ
る
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
本
市

の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

令
和

３
年
度
、
子
ど
も
た
ち
が
中

学
一
年
生
に
な
っ
た
時
、
不

登
校
生
徒
数
が
16
名
に
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、

中
学
校
に
な
っ
て
初
め
て
不

登
校
に
な
っ
た
生
徒
が
７
名

い
た
。
本
市
の
現
状
と
し

て
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ

れ
る
状
況
は
発
生
し
て
い
る

と
判
断
し
、
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え

る
。

　
　

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　
　

 

来
年
度
、

３
校
義
務
教
育
学
校
が
開
校

す
る
。
９
年
間
を
見
通
し
た

教
育
活
動
を
進
め
て
い
く
事

で
、
あ
る
程
度
統
一
を
図
っ

て
い
く
な
ど
の
取
り
組
み

で
、
対
応
も
充
実
で
き
る
と

考
え
る
。

　
　

長
期
の
休
み
明
け
、
特

に
夏
休
み
明
け
は
、
子
ど
も

の
心
が
不
安
定
に
な
り
や
す

く
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

か
ら
学
校
に
行
き
た
く
な
い

と
の
心
身
状
態
か
ら
不
登

校
、
欠
席
が
増
え
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
本
市
の
状
況

は
。

　
　
　
　
　
　
　

 
本
市
に
お

い
て
も
、
長
期
休
業
後
に
欠

席
す
る
児
童
生
徒
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
要
因
と
し
て

は
、
生
活
リ
ズ
ム
が
壊
れ
朝

起
き
れ
な
い
、
宿
題
が
十
分

終
わ
っ
て
い
な
い
な
ど
を
気

に
し
て
と
思
わ
れ
る
。

　
　

休
み
明
け
前
後
は
、
家

庭
内
で
、
子
ど
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

気
づ
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の

対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

 

２
学
期
の

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
気
に
な

る
子
ど
も
に
、
ど
の
よ
う
な

関
り
を
し
て
い
く
か
と
協
議

し
、
各
学
校
に
指
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
本
人
や
保
護
者

と
の
教
育
相
談
も
実
施
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
不
登
校
ゼ
ロ

に
向
け
て
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

※

他
に
訪
問
販
売
・
買
取
に

よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
質

問
。

質

質

質

質

質

質質

藤　　伸一 議員田上　孝樹 議員

新
原
保
護
課
長

柴
田
子
育
て
支
援
課
長

学
校
教
育
課
長

情報が一元化できるシス
テムの構築を

赤
間
市
長

芳
野
学
校
教
育
課
長

上
村
こ
ど
も
育
成
課
長

子
育
て
支
援
課
長

芳
野
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

木
本
教
育
長

議会だより かまし（66号）議会だより かまし（66号）1515



いっぱん質問

中嶋　時夫 議員

答
　
　

ス
カ
ー
ト
の
長
さ
や
眉

の
手
入
れ
、
整
髪
な
ど
の
チ

ェ
ッ
ク
は
ど
う
し
て
い
る

か
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
制
服

等
は
、
生
徒
同
士
の
日
常
点

検
と
担
任
等
に
よ
る
目
視
点

検
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

生
活
点
検
週
間
を
設
定
し
、

重
点
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

　
　

髪
形
や
服
装
は
、
そ
の

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ

り
、
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き

も
の
が
規
制
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
。
憲
法
や
子
ど
も
の

権
利
条
約
、
こ
ど
も
基
本
法

な
ど
か
ら
校
則
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 

疑
義
が
あ

り
問
題
視
さ
れ
て
い
る
校
則

は
、
教
育
の
目
的
に
照
ら
し

て
適
切
か
、
現
状
に
合
っ
て

い
る
の
か
、
絶
え
ず
見
直
し

を
進
め
て
い
く
。

　
　
教
育
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
校
則
は
子
ど

も
が
安
心
し
て
楽
し
く
学
校

生
活
が
送
れ
る
た
め
に
あ

る
。
子
ど
も
の
人
権
が
守
ら

れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
視
点

で
、
規
則
を
見
直
し
、
新
た

に
作
り
直
し
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員

　
　

地
公
法
が
改
正
さ
れ
て

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

で
き
た
。
改
正
の
目
的
が
、

行
政
需
要
の
多
様
化
に
対

し
、
公
務
の
能
率
的
か
つ
適

正
な
運
営
維
持
す
る
た
め
な

ら
ば
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
待
遇
に
関
し
て
は
フ
ル
タ

イ
ム
が
原
則
で
あ
り
、
一
律

パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
い
う
の

は
、
新
制
度
の
趣
旨
に
反
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
市
の

方
針
は
、
原
則
31
時
間
勤
務

と
定
め
て
い
る
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
を
引
き
下
げ
る
の
で
は

な
く
、
人
へ
の
投
資
と
し
て

フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
し
て
い

く
よ
う
な
労
働
条
件
の
改
善

が
人
づ
く
り
で
あ
る
。
任
命

権
者
で
あ
る
市
長
の
見
解

は
。

　
　
　
　
　
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
根
幹
は
、
職
務
給
の

原
則
と
そ
の
職
責
に
よ
る
。

一
様
に
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
に

す
る
の
は
慎
重
な
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

芳
野
学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

質質

質

質

質

答
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９ 月 の
補 正 予 算

一般会計
総　額

国民健康保険
特別会計
総　額
介護保険
特別会計
総　額

後期高齢者医療
特別会計
総　額

住宅新築資金
特別会計
総　額

水道事業会計
収益的支出
資本的支出
６会計総額

7億2,856万円
302億6,357万円

4万円

53億1,300万円

8万円

57億9,697万円

0万円

6億6,333万円

0万円

4,284万円
0万円

6億8,348万円
5億4,924万円

433億1,243万円

歳入
◆農業対策事業費補助金
◆農林施設災害復旧事業債

歳出
◆経済活性化交付金
◆道路災害復旧工事

２,７４６万円
４,９７０万円

２億１,６３０万円
１億６００万円

一般会計補正予算の主なもの

※千円以下切り捨て

議会だより かまし（66号）議会だより かまし（66号）最終編集日：令和４年10月13日最終編集日：令和４年10月13日 1616

校則の見直しは

教育の目的に照らして進
めていく


